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令和5年度に、子どもが健やかに成長できるための基本方針となる「こども基本

法」や「こども大綱」が定められ、また、それらに基づき「幼児期までのこどもの育ち

に係る基本的なビジョン（はじめの100か月の育ちビジョン）」が発表されました。

はじめの100か月とは、母親が妊娠してから小学校1年生の途中までの約100か

月を指すもので、この期間に子どもはさまざまな人、もの、環境との出会いを繰り返

しながら育ちます。このビジョンでは、その大切な時期に、教育、健康、福祉などの

施策を総合的に推進し、誕生から入園・入学、家庭と関係機関・地域のつながりな

ど、子どもの成長に応じて生じる環境の変化が、育ちの「切れ目」とならないよう、す

べての子どもの育ちを社会全体で支えるための基本的な考えが示されています。

従前からの動きとして、幼児教育の分野においては、平成29年3月に「幼稚園教

育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（以下、「3

要領・指針」という。）が改訂され、幼稚園・保育所・認定こども園といった3歳以上

児の保育を行う施設はすべて「幼児教育を行う施設」であることが明記されまし

た。さらに、「3要領・指針」すべてに同じ表現で「幼児教育を行う施設として共有す

べき事項」として、3つの柱から構成される資質・能力を一体的に育むように努める

ことや、活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の小学校入学前の具体

的な姿が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(l0の姿）として示されました。

また、3要領・指針と同年に改訂された「小学校学習指導要領」総則では、「『幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿』を踏まえた指導を工夫することにより、3要

領・指針に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動

を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能となるよ

うにすること」と明記されました。このことは、小学校1年生がゼロからのスタート

ではないことを意味し、幼児教育と小学校教育の教育課程をつなぎ、資質・能力を

幼稚園・保育所・認定こども園、小学校といった種別を越えて育み、生涯にわたる

「生きる力」を培うことをめざすことが示されています。



これらのことは、幼児教育において遊びを通して小学校以降の学びの基礎を培

ぃ、小学校ではその学びの芽生えをさらに伸ばしていくことが重要で、「切れ目」な

く子どもの育ちを支えるためには、幼児教育と小学校教育の接続が欠かせないこ

とを意味しています。

本市はこれまで、公立の保育・幼児教育施設を中心に小学校との交流活動など

を行ってきましたが、公立園は民営化や統合、認定こども園化といった動きにより、

施設数が減少してきました。その一方で、多様な保育サービスを提供する私立・民

間園は増加しており、小学校区内に私立・民間の園しかない校区が増加傾向にあ

ります。

そういった背景を踏まえ、本市では、公立・私立・民間、そして、幼稚園・保育所・

認定こども園といった多様な施設種別の垣根を越えた取り組みの一つとして、子

どもの「交流」に加えて幼児教育と小学校教育の教育課程を「接続」する取り組み

である「架け橋プログラム」に係るプロジェクトをスタートしました。

プロジェクトは、萱野小学校区をモデル地域に設定し、「架け橋期カリキュラム

開発検討会議」及び「ワーキンググループ」を設置して、令和4年度からの3年計画

で進めました。これらの会議では、公立・私立・民間、それぞれの保育・幼児教育施

設、小学校、保護者など、子どもに関わるさまざまな立場の大人が顔を合わせ、幼

児期と児童期双方の教育活動について子どもの姿から話し合いました。このよう

なプロジェクトを始めるまでは、保育・幼児教育施設、小学校で別々に存在してい

たカリキュラムについて、互いのカリキュラムを確認し合ったり、自身や他施設の教

育活動を架け橋の視点で見つめる機会が乏しかったためです。

「架け橋期カリキュラム」は、保育・幼児教育施設と小学校双方の関係者が、子ど

もの「これまで」と「これから」という「学びの連続性」や「育ちの連続性」を俯敵して

意識できるよう、そして、それぞれの教育活動の工夫を知り、自身の教育活動を見

つめ直すことができるよう、「共通の視点」で確認しまとめたものです。
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保育・幼児教育施設や小学校は、架け橋期カリキュラムを活用しながら教育活

動を実践し、今そこにいる子どもが「安心して過こせること」を検証軸において、将

来にわたり実践・検証・見直しを続けることが肝要です。教育委員会では引き続き

教育の現場とともに、架け橋プログラムに係る施策を進めていきます。

架け橋期カリキュラムが、保育・幼児教育施設や小学校それぞれのカリキュラ

ム・マネジメントと連動し、その実効性が高まることで、架け橋期の教育内容が一

層充実し、豊かな子どもの育ちにつながることを期待します。

箕面市教育委員会
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• 匹 汀：箕面市の架け橋プログラムの取り組み
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

箕
面
市
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

1概要と課題

平成29年に3要領・指針及び小学校・中学校学習指導要領が改訂されています。

文部科学省では、「幼保小接続期の連携の手掛かりとして『幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿』（10の姿）が策定されるなどの成果がある一方で、半数以上の園が行事の交流などに

とどまり、資質・能力をつなぐカリキュラムの編成・実施が行われていない、スタートカリキュラ

ムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定され、理念が共通していない、『幼児期の終わり

までに育ってほしい姿』(10の姿）だけでは具体的なカリキュラムの工夫や教育方法の改善方

法が分からない」といった課題が指摘されています。

2．箕面市におけるrめざす子どもの姿」のつながり

幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う
ヱ→一ー・↓ Lニーコ． _,, I鼻 ● ● 99 99 9」 • ..--・̀ =m  r l」.--

=,.._＝を培い、ー小学校スではその学びの芽ーをさらに伸ばしていくこ
9 mm. -"「'--.,.,  _,.,し--'-'― ー＇貫 m 町 m m--,.-T~＝更—ぷし一— L9 • 9 し__,,― 工舅--

す。そのためには、幼児教育と小学校教育の円滑な接続が欠かせません。

発達段階や教育方法に違いがあることから、―見異なるものに見える幼児教育と小学校教

育ですが、』色翼4能力」を育むこと、また国主体的・対話的ズ 深い芽びJ且個別最
． ．―- ー·,.,しょ·4"--- 』"=~ 「 m m -99ー・ •'9 ---L9 9 9 し—-...舅「 『言• mて n9,' 巴—どーぶ｀ー一し 9 9 9しー事 ぷ』---

え方には連続性や= r貫性があり、幼児期と児童期の子どもの発達や
・-=--↓しし～＝十よ-----一ー一 て一ピーず—←しー一→一一』—·-- . m--r を

学びはつながっています。

参考ゾ箕面市就学前保育・教育カリキュラム」（令和6年3月策定）より 参考ゾ箕面の授業の基本」より
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3．架け橋プログラム事業

箕面市では、令和4年度から文部科学省「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事

業」を受託し、萱野小学校区をモデル地域として、架け橋プログラム事業を進めてきました。

箕面市内のどの地域においても、幼児教育から小学校教育への円滑な接続を進める必要が

あり、教育課程をつなげる観点から「カリキュラム」の策定が必要と考えました。モデル地域の

みなさんによる協力のもと、幼児教育と小学校教育のそれぞれの教育活動を相互に知り、ー教育之
コ F-コ邑ー＇ □-＇’＇ L- 「 L1..---, ........’’’'-- -!L士 ー’-'’lL』「- • • •• ●●●,"'」…-

課程のつながりを共通の視点で「見える化」した「架け橋期カリキュラム（素案）」を令和5年10
ンコ-そ-=--―"’=-・ー ，鴫•9 ↓ - m ＿ ー ・ → l_ , .. 

月に作成しました。さらに、「架け橋期カリキュラム（素案）」の実践検証をモデル地域で進め、

令和6年7月に架け橋期カリキュラム開発検討会議においてr箕面市架け橋期カリキュラム」と
.,.,, .,,.『—_—二 →m. 、- ' ,_  ● 99しょL ”_ nバ

してまとめました。

4．モデル地域における取り組み

■架け橋期カリキュラム作成プロセス

r 1年目（令和4年度）土台づくり l
「架け橋期における接続の意義」に関する学習会（学識経験者による研修）や、施設見

学などを通じて、関係者間の顔合わせ、各施設における取り組みや子どもたちの実態

共有、意見交換などの土台をつくることを目的に活動。

箕
面
市
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

゜『2年目（令和5年度）カリキュラム（素案）の作成 l
• l年目の取り組みを継続しながら、幼児期に育まれる資質・能力や「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」 (10の姿）が小学校の教科などにどのように接続していくの

カ＼検討会議で意見聴取。

・検討会議での意見を踏まえ「架け橋期カリキュラム（素案）」を作成し、本市のモデル

地域である萱野小学校区（萱野小学校、かやの幼稚園、萱野保育所）で実施・評価。

゜『3年目（令和6年度）カリキュラムの完成 l
• l・2年目の取り組みを継続しながら、モデル地域での実践を引き続き行い、評価を

反映させfさ架け橋期カリキュラム」を完成。

・完成した「架け橋期カリキュラム」を保育・幼児教育施設及び小学校へ周知するとと

もに、市内全域で持続可能な運用方法の検討。
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■架け橋期カリキュラム開発検討会議・ワーキンググループ

「架け橋期カリキュラム」を社会に開かれた教育課程にするため、さまざまな立場のかたで

構成される「架け橋期カリキュラム開発検討会議」を設置しました。

また、同会議に参加している小学校、公立・私立・民間の幼稚園・保育所・認定こども園の職

員で構成された「ワーキンググループ」において開発検討会議の意見をもとに、施設見学や意

見交換などを行うことで互いの教育活動やその工夫を知り、幼児期と児童期のつながりを考

え、カリキュラムを作成しました。

箕
面
市
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

：架け橋期カリキュラム開発検討会議 ］ 
・方針の決定

•さまざまな立場のかた（校長、公立•私立•民間園長、

保護者、学識経験者）との意見交換

J‘̂̂̂’ 

召

:ワーキンググループ ］ 
・施設種別の垣根を越えた職員同士の関係づくり

•それぞれが行っている教育活動の内容について語り合い、

相互理解の促進

・開発検討会議で決定した方針などをもとにカリキュラムの開発

・開発したカリキュラムなどの実践・検証

■体制図など

［ 体制（架け橋期カリキュラム開発検討会議） ］ 

役割 所属など

会長 子ども未来創造局 担当部長
（箕面市教育委員会）

委員 箕面市立萱野小学校校長（※）

委員 箕面市立かやのこども園 園長（※）

委員 箕面保育園園長（※）
（民間保育連盟より推薦）

委員 こども園 アサンプション国際幼稚園
園長（※）
（私立幼稚園連盟より推薦）

委員 架け橋期保護者 3名

コーディネーター 大阪総合保育大学児童保育学部
教授（包括連携協定締結大学）
【役割】
・会議、ワーキンググループヘの出席
・助言など

： 箕面市教育委員会事務局 ］ 

● 
学校教育室

ロ
事務局

饂9 |--

om匿匿
（※）の所属から派遣された職員でワーキンググループを構成。
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—§ 取り組みを通しての気付きと
図架け橋期カリキュラムの考え方

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

1．保育・幼児教育と小学校教育のつながり

『学びの芽生え』と『自覚的な学び』
保育・幼児教育の「学びの芽生え」を生かし、小学校教育の「自覚的な学び」につながるよう

に、小学校では合科的・関連的な指導を進める中で、子どもの不安や緊張を解消し、育ちや学

びの連続性を保障していくことが必要です。

愚

取
り
組
み
を
通
し
て
の
気
付
き
と
架
け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
方

学びの芽生え（遵びを通した学び）

学ぶということを意識しているわけではないが、楽しいこと

や好きなことに集中することを通じて、さまざまなことを学ん

でいくこと。

てご了己遍慶 ゜自覚的な学び（教科学習での学び）

学ぶということに意識があり、集中している時間とそうでない時間（休憩の時間

など）の区別がつき、与えられた課題を自分の課題として受け止め、計画的に学習

を進めること。

※幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？ ＿ 

（幼児教育及び小学校教育関係者向けの参考資料）

2．教育活動の相互理解（ワーキンググループでの見学と語り合い）

幼稚園・保育所などの保育・幼児教育施設と小学校、立場の違う職員が、互いの教育活動や

子どもの様子を見学しました。見学を通して、知っているようで知らない互いの教育活動やそ

の中での子どもの育ち、共通点や違いについて語り合い、子どもの姿を軸に相互理解を深めま

した。
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保育•幼児教育と小学校教育の特徴や違い

I 保育・幼児教育

時間・枠組みなど

教材

学び方

●子どもの興味や関心に合わせる

●知りたい、やってみたい時に始める

•たっぷり遊び、達成感、満足感を得る

決まった教材や教科の区別がない

（子どもの気付き•発見から始まる）

1 小学校教育 I 

●週の時間や時間割がある

•45分の授業をコーデイネートする

各教科の活動で、教科書など共通の教

材を使う

豊かな経験を十分に 学びを精選

（どこにスポットをあてるか、

どこで学びを深めるか）
・---------------------------------------- ----------------------------------------

遊びや生活の中のさまざまな体験を通 単元や題材、内容や時間のまとまりを

した学びの芽生え 見通す

学びを整理し、自覚的な学びヘ

（板書など）
・---------------------------------------- ---------------
一人ひとりそれぞれのゴール ゴールを設定

気付きと言語化

集団

気付きを大切にするが、言語化するとこ

ろまで至らないこともある

初めての集団生活を送り、共通の体験

を通して育つ

気付きを言語化

気付きや、考えのアウトプットにより、気

付きが深まり、対話を通して学びが質

的に深まる

いろいるな地域からさまざまな体験を

重ねた子どもたちが集まり、学校生活

が始まる

それぞれの工夫

詈五硲匹口璽．
•さまざまなことに関心をもてるような環境構成（心が動く仕掛け）

•自分なりに見通しがもてることを大切に（時間の見える化）

•一人ひとりの心の動きや学びを集団に共有

・個人の興味や関心に合わせた遊びと集団活動のバランスを考えた活動の組み立て

・友達と相談したり、発表したりする場の設定

噴國g正口.
・幼児期に経験したことを取り入れる

・弾力的な時間の運用（入学当初）

短い時間を積み重ね、授業を構成

(45分の授業時間にとらわれず、柔軟に学習時間を設定する学習方法など）

・自ら気付く、自ら考えるための関わり

・体験や体を動かす活動を取り入れた学習

・教師と子ども、子どもと子どもをつなぐことを意識

取
り
組
み
を
通
し
て
の
気
付
き
と
架
け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
方
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3．取り組みを通した気付き

『安心』

ー、.,,.......'へ幼児教育の場でも、小学校教育の場でも1

幼児教育の場において、子どもが安心して過こせることは、すべての学びの芽生えを育むた

めの土台となります。乳幼児期にふさわしい体験ができるよう整えられた環境のなかで、「温か

いまなざし」に見守られながら、子どもが安心感をもって自ら手を伸ばし、ものや人に関わり表

現することは、生涯の学びへとつながっていきます。また、その毎日の積み重ねは「主体的な活

動」の基礎となります。

小学校教育の場において、幼児教育の経験の上に学びが積み重なっていくことを意識する

ことは、教師力臼子どもの行動を信頼したりこそれまーでの経験を聞き取ったりでするなど、子 どもを
う 二—‘`―巴．999 L し工立9 ..---＿中—考胃 ー璽． ■● ＿し夏立,エ -'" n --- m—•....,., 99 9 L ヒー..... コ - -- ,--

尊重まることや子どもにとっヤての安心感にもつながります。特に入学当初は、まず不安なく登校
9 - - そ --—こUす' .ー・..,9 9 9 99 9 9 9 」_-ニコ↓ ー雙 L _ _ -』 - •.., 9 9 9 99 9 9 9 .—·-

し過こせること、正解不正解に関わらず発言したことを認められること、学校内でのつながりを

つくることなど、安心しズ過こすことができる環境づくりが「主体的な学む の基盤となります。
一；コ 4,: -' -- ―項し ー暑ー-_-二 ↓ ー' - 「土JL... ,冒TT m↓ --心 - -

取
り
組
み
を
通
し
て
の
気
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き
と
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け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
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方

『育ちの遍続性』

5歳児から小学校1年生の2年間だけでなく、子どもの育ちには連続性があり、誕生からの

子どもの育ちや経験が生涯の学びへとつながっていきます。

教育の場においても、入園・入学前の子どもの育ちを理解するとともに、その後の育ちを見

据え、連続する育ちの中で子どもを捉えることは、子どもの良さに気付き、子どもを認めるきっ

かけにもなります。幼保小の連携だけでなく、小中の連携においても同じことが言えます。

r 0歳児～5歳児 小学校1年生～6年生 l

e
-
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『それぞれの時期にふさわしい学びの重要性』

幼坦慇巴抄逹校敦育を前倒出庄廷丑辺き色庄且凶o

対象となる子どもの年齢によってその教育内容や方法はさまざまですが、幼児教育と小学

校教育のどちらかがもう＝方に合わせるのズはなく、元の時期に適切な教育を寒施してゞいくこ
且止E← --9・99 L" ........ m m , J - Jl ● ,9E←→ ~ —●●.し 更曇＂響.. m m , _ _ rつ『iL--4エビ＝

とが必要で、それぞれの教育はいずれも価値があると言えます。
·~ —" F 

幼児期の遊びには、幼児の成長や発達にとって重要な体験が多く含まれており、自発的な活

動としての遊びは、幼児教育特有の学習でもあります。幼児教育は「礫境を通して行う教育」が

基本です。子どもが一人ひとりの発達、興味や関心に応じて、心を動かして身近な環境に主体

的に関わり、遊びや生活という体験を通した育ちの過程において、試行錯誤しながら総合的に

資質・能力を身に付けられるよう、保育者は環境を整えることが必要です。

小学校以降に進められている「『個別最適な学び』と『協働的な学び』を一体的に充実し、

『主体的・対話的で深い学び』の視点から授業改善につなげていく」という教育の方向性は、

「環境を通して行う教育」を柱にしながら、子どもそれぞれの興味や関心や一人ひとりの個性

に応じた多様で質の高い学びを引き出そうとする幼児教育の考え方とつながっています。

乳幼児期に遊びや生活を通して培った「資質・能力」が小学校以降の学習の土台となり、学

びの芽生えを小学校以降の教育においてさらに伸ばしていくことが求められます。

取
り
組
み
を
通
し
て
の
気
付
き
と
架
け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
方
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4．架け橋期カリキュラム作成

これまで保育・幼児教育施設、小学校のそれぞれの教育施設において、架け橋期における活動

や配慮などを含む教育計画などが用意されてきました。しかし、それを見せ合い、語り合うような

ことはなく、互いを知らないまま、教育活動を行ってきました。

架け橋期カリキュラムには、5歳児と小学校1年生を一体的に捉え、それぞれの教育活動や

配慮が見えるように記載しています。卒園後の育ちを見通した、また、入学前の育ちを踏まえ

た取り組みが行われ、すべての子どもたちが、保育・幼児教育施設から小学校へ円滑に接続さ

れることを期待します。

Iそれぞれの指導計画

全体的な計画など（保育・幼児教育施設） 教育指導計画（小学校）

一体的なカリキュラム 、》
取
り
組
み
を
通
し
て
の
気
付
き
と
架
け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
方

ー"5m- mlli！胃・

1年生はゼロからのスタートではない

・誕生からの積み重ねが生涯の学びにつながる

• l年生から2年生、2年生から3年生、小学校から中学校へも同じ

5．共通の視点

見学や語り合いを通して、共通の視点としてきたのは、主に『資質•能力』 (3つの柱）『幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿』 (10の姿）『教科とのつながり』です。

共通の視点 1 『資買•能力』 (3つの柱）

幼児教育の中では、その基礎となる資質・能力の3つの柱（「知識・技能の基礎」「思考カ・判

断カ・表現力等の基礎」「学びに向かうカ・人間性等」）を環境への関わりを通した自発的な遊

びの中で育むことが「3要領・指針」に示されています。

幼児期の遊びの中で、「資質・能力」が一体的に育まれ、それが小学校教育へとつながってい

きます。

また、小学校学習指導要領は、幼児期の教育を通して育まれた「資質・能力」を踏まえて教育

活動を実施し、児童が主体的に学びに向かい、幼児期に育まれた「資質・能力」をさらに伸ばし

ていくことを示しています。
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共通の視点II
『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』 (10の姿）

保育・幼児教育施設において、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、幼

児教育において育みたい資質・能力が育まれている幼児の具体的な姿で、特に5歳児後半に

見られるようになる姿です。

幼児教育においては「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 (10の姿）を念頭において小

学校以降の生活や学習の基盤となる資質・能力を育成し、小学校教育においては、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」 (10の姿）を踏まえた指導を工夫することにより、幼児期の教育

を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しなが

ら学びに向かうことが可能となるようにする必要があります。

1 幼児教育において育みたい資質・能力の整理 ロコ I
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知識・技能
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表現力等
； 学びに向かうカ・

i人間性等
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育

〉

知識・技能の基礎

遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、
何を感じたり、何に気付いたり、何が分かったり、

何ができるようになるのか

• 
思考カ・判断カ・表現力等の基礎

遊びや生活の中で、気付いたこと、できるように
なったことなども使いながら、どう考えたり、
試したり、エ夫したり、表現したりするか

・基本的な生活習慣や生活に必要な技能の獲得

・身体感覚の育成・規則性、法則性、関連性等の発見

苗論苓：の ・
・思いやり •安定した情緒 ・自信

•相手の気持ちの受容・好奇心、探究心
・葛藤、自分への向き合い、折り合い

・話合い、目的の共有、協力

・色・形•音等の美しさや面白さに対する感覚

・自然現象や社会現象への関心等
J
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学びに向かうカ・人間性等

心情、意欲、態度が育つ中で、

いかによりよい生活を営むか

※三つの円の中で例示される資

質・能力は、五つの領域のrねらい

及び内容」及び「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」から、主な

ものを取り出し、便宜的に分けた

ものである。

1 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の整理イメージ ロコ I
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参考：文部科学省 幼児教育において育みたい資質・能力の整理 「幼児教育部会における審議のとりまとめ」 2016 Pl2 
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共通の視点Ill『教科とのつながり』

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(10の姿）を通して幼児期の遊びを捉えると、一つ

の活動にいくつもの育ちの姿があることに気付き、幼児期の遊びが「総合的な学び」であること

が実感できます。また、具体的にさまざまな教科における学びの土台となっていることを知るこ

とで、改めて幼児期の遊びが教科での学習につながっていることを確認することができます。

小学校学習指導要領には、学校段階等間の接続として「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」（10の姿）「資質・能力」について、以下のように記載されています。

取
り
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小学校学習指導要領 総則（平成29年改訂）

4学校段階等間の接続

教育課程の編成に当たっては、次の事項に配慮しながら、学校段階等間の接続を図

るものとする。

(1)幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより、幼

稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて

教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可

能となるようにすること。

また、低学年における教育全体において、例えば生活科において育成する自立

し生活を豊かにしていくための資質・能力が、他教科等の学習においても生かさ

れるようにするなど、教科等間の関連を積極的に図り、幼児期の教育及び中学

年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫すること。特に、小学校入学当

初においては、幼児期において自発的な活動としての遊びを通して育まれてきた

ことが、各教科等における学習に円滑に接続されるよう、生活科を中心に、合科

的•関連的な指導や弾力的な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成

を行うこと。

6．人権を尊重する保育・教育とすべての子どもにとって円滑な接続

本市における人権教育の推進に当たっては、「新箕面市人権教育基本方針」の主旨を踏ま

ぇ、児童生徒の自尊感情を高め、人権について、よく知り、よく考え、自他を大切にすることがで

きる人権感覚を育み、社会の一員として、人権意識の高い行動ができ、個々の自己実現へ向か

いながら、よりよい社会づくりに参画できる力を涵養していくことが重要であるとされていま

す。また、そのためには、教職員自らが人権意識の向上に努め、学校・家庭・地域との連携を深

めていくことが肝要です。

子どもの育ちは誕生からの積み重ねによるもので、遊びや生活を通して育まれた人に対する

愛情や信頼感は小学校以降の教育の土台となります。保育者は、―人ひとりに寄り添い、個々

の子どもを尊重し、夢中になって遊ぶことを支えることで人との関係をつなぎ、幼児期なりの人

権意識や人権感覚を育みます。子どもは、自他ともに大切な存在であることを実感し、自己主

張のぶつかり合いによる葛藤なども含めたさまざまな体験を通して、自分の感情や意思を表現

し、互いを理解することにつながっていきます。

また、幼児期から一人ひとりの子どもが、文化、国籍、性別、生まれ育った環境の違いや障害
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の有無に関わらず、「一個の人格をもつ主体」「権利の主体者」として大切にされ、人に対する愛

情や信頼感が育まれ、個別最適な学びが保障されることが必要です。

さまざまな支援や配慮を要する（特別支援教育、外国にルーツをもつなど）子どもにとって、

接続期の環境変化は大きな影響を及ぼします。一人ひとりの幼児期の育ちを小学校教育へ積

み重ねていくためには、必要な支援や配慮を継続させていくことが重要です。具体的には、保護

者と教育委員会、小学校、保育・幼児教育施設などの面談、小学校の教職員による入学前の就

学前保育・教育施設の見学、就学引継シートの活用など子どもを取り巻く大人同士が連携を図

りながら、それまで培ってきた子どもの育ちや必要な支援、配慮について情報を共有し、必要な

基礎的環境整備や合理的配慮を行い、小学校生活への円滑な移行を支援することが大切です。

幼児教育から小学校教育へと学びの場が変わっても、―人ひとりの人権が尊重され、安心し

て主体的に学ぶことができるよう環境を整え、保育・幼児教育施設から小学校への円滑な接続

を図ることをめざします。

:0ヱ9云竺乞やらー一生う？、4
●身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きが

いや人生の意義など将来にわたる持続的な幸福を含む概念

●多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、個人のみならず、個人を取り巻

く場や地域、社会が持続的に良い状態であることを含む包括的な概念

自己肯定感や自己実現などの獲得的な要素と、人とのつながりや利他性、社会貢献意識な

どの協調的な要素を調和的・一体的に育み、「調和と協調」に基づくウェルビーイングを、教育

を通じて向上させることが重要です。

調和的•一体的に育む教育に調する
ウェルビーイングの要素の実現

個人が獲得・違成する能力や状態に基づく 人とのつながり•関係性に基づく
ウェルビーイング ウェルビーイング

獲得的要素 協調的要素
自己肯定感・自己実現など 社会貫献憲識・協働性など

▲ 

教育に関するウェルビーイングの要素
・サポートを受けられる環境 ・自己肯定感 •安全安心な環境 ・多様性への理解 ・学校や地域でのつながり

・心身の健康 ・自己実現 ・協働性 ・幸福感 ・社会貢献意識 •利他性
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参考：文部科学省『第4期教育振興基本計画（令和5年6月閣議決定）』
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7．架け橋期カリキュラム開発検討会議、ワーキンググループに

参加して

一箕面市立かやのこども園園長廣田尚美氏

「園は小学校を、小学校は園を」互いにそれぞれの施設で行っている工夫や内容などを知り、藻境や声かけ、活動などを

意識していく必要があると感じることができました。5歳児から小学校1年生までを「架け橋期」として位置付けています

が、園では小学校への接続を意識し、0歳から子どもたちの力を積み上げていくことを考えることが大切だと思いました。
‘..—•..,__-—·.“`—' - -.―`,.,.―`』』 9, .---.  -m「一・ー・!』"_, "--— 玉ー

箕面保育園園長辻陽子氏

参加したことで園の子どもと小学校の子どもを比較し、自身の園の保育内容や活動について見直すことができ、円滑な

接続をめざすためには、お互いに子どもを見て意見交換することがとても重要だと実感できました。

また大人同士のつながりが子どもの安心につながるとも思いました。ワーキンググループや園と小学校のように顔見知

りの関係になっていれば、子どもたちが安心して生活を送れるようになると思うので、つながりが必要だと感じました。

架
け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
検
討
会
議
委
員

こども園アサンプション国際幼稚園常任理事丹澤直己氏

私自身教員として多くの学びや気付きがありました。特にコロナ禍を経て新たな教育の方向性に学校が目線を変えて

いる時期に、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿などを手掛かりとして幼児教育と小学校教育が一体となるカリキュラ

ムを作成することで改めて幼保小の連携を見直すことができました。

この事業を幼保小つで終わるのではなくゞ中学校にもつなげ、丸幼保小中の一貫教育をめざしてほしいと思います。
....... ; _m 9 9 9 _9■ 9.—••• L;・コ―- --- ---- = ・―--―--- • 

箕面市立萱野小学校校長佐藤秀昭氏

萱野小学校では架け橋プログラム事業と小中一貫教育を進めており、これからは校種間のつながりが重要になると実で

感しました。呵3年間参加し、参加した教員から「得られるものがありました」「子どもたちを違う視点で見ることができまし

た」と聞くことができ、実りある取り組みでした。今後市内全域に広げるに当たり、校区の実情に応じズ仕組みをつくくって一
ェ＝ て冨...,., ..., 戸 999 9 9 9l " 

て1いくなど考えなければならないと思います。

架け橋期保護者貝原敦氏

参加して、この取り組みは子どもにとってとても意義があると感じています。小学校が幼児期の終わりまでに育ってほし

コ
メ
ン
ト

い姿を意識した授業をすれば、子どもは安心して小学校に接続できるようになると思います。ただ、このカリキュラムが子` -*'し " • しぃ -一—← • 

どもを評価するものにはなってほしくはありません。誰＝人として取り残さない総合的なカリキュラムとなれば嬉しいです。

架け橋期保護者浅香知佳氏

まずは保護者として、1」立学柊2匹告の且ーアルな墨撓芝苫表空どを見て知る呈哀ふき竺世粒ーして抱いていた不安笙匿逍

厚 し在。子どもに何かあったら、「小学校の先生に聞いてみよう」と考えたり、子どもに「たぶんこうだと思うよ」と伝え

ることができたのは、この会議に参加していたからです。また、子どもとの会話や対応などについて、学んだことを意識する
i-ててコL』 -' - ご=,..9, Tmロニ ー疇や ― 

ことでで今子どもとの関係がすこくいいなと実感しています。

架け橋期保護者平尾ゆりか氏

参加したことで、小学校の授業や行事にはそれぞれ目的やねらいがあることを知ることができました。参加する以前よ

り．学級通信やおたよりのねらいや目的に注目するようになり、子どもへの声かけなどにも生かせました。このようなことは
- - - -ーそ 99ム」門 」ーつ，4疇一ユ-------云コこ=h．更 」—ど宣―-- - - ― --

まヽすので、どんどん保護者を巻き込んで昼し
夏―で，，L ―
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園の活動と教科のつながり
幼児期の遊びは小学校の学習につながってい

るということを具体的に教えてもらい、今行ってい

る保育の根拠と自信につながりました。幼児期の

遊びが小学校の自覚的な学びにつながることを

再認識し、これからの育ちを見通した保育を意識

するようになりました。

学校を知る
学校見学や意見交換を通じて、子どもた

ちの小学校での姿や学校の工夫、授業づく

りを知ることができました。園でも、子どもた

ちの主体性を意識した活動や言葉がけを意

識するようになりました。また、保護者から

の小学校への不安などについての質問に、

自信をもって答えることができました。

先生同士のつながり
保育者と小学校の先生が顔の見える関

係となることは、子どもの安心にもつなが

ると気付きました。交流していても先生同

士が気さくに話す姿はその場の雰囲気を

変え、子どもたちの安心にもつながってい

ます。今後も先生同士がつながる場があれ

ばいいなと思います。

四
圃での学び•縫験を踏まえた

声かけや工夫
「知っている？」「やったことある？Jと幼児期に経験したこ

とを尋ね、子どもが知っていることを認めた上で少しだけ新

しいことを伝えることで、子どもは安心して行動することが

でき、子どもたちとの信頼関係を築くことにもなりました。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
コ
メ
ン
ト

授業の工夫•改善
子どもたちにはまだできないと思ってい

たことが、実際はできることが分かり、教材

開発やカリキュラムの模索の幅がひろがり

ました。子どもたちがどこまでできるのかが

見通せるようになり、判断ができるように

なったことで、取り組み方が変わりました。

ゼロからのスタート
ではない

1年生には、「ーからがんばって教えなけれ

ばならないjと思っていましたが、 1年生は何も

知らない子どもではないこと、また「やったこと

がないからできない」と思っていましたが「やっ

たことがあるけど、やりかたが違うから、しな

ぃ、できない」ということが分かりました。
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